





















































































































































































































































の 1945（昭和 20）年、50 カ国の代表が「国際機関に関
する連合国会議」に出席するためにサンフランシスコに
会合し、「戦争の惨害」を終わらせるという強い公約とと
もに国連憲章が起草され、1945 年６月 26 日に署名され
た。ニューヨークに本部を持つ国際連合は、中国、フラ
ンス、ソビエト連邦、イギリス、アメリカ及びその他の
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表２　障害者権利条約が発効されるまでの世界と日本の流れ





































































































































































































































































































































































































































































































































業を始め、約 10 年かけて、2001 年改訂版「国際生活機能
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表５　国際連合及び日本の障害者施策
年 国際連合障害者施策 日本の障害者施策
1950（昭和 25）年 ・ 「身体障害者の社会リハビリテーション決議」採
択（第 11 回国連経済社会理事会）
1970（昭和 43）年 ・「心身障害者対策基本法」公布
1971（昭和 46）年 ・ 「知的障害者の権利宣言」採択（「第 24 回国連総会）
1975（昭和 50）年 ・「障害者の権利宣言」採択（第 30 回国連総会）
1976（昭和 51）年 ・ 「国際障害者年（1981）決議採択（テーマ「完全
参加と平等）
1979（昭和 54）年 ・ 「国際障害者年行動計画」採択（第 34 回国連総会）
・「知的障害者の権利宣言」
1980（昭和 55）年 ・ 世界保健機関（WHO）、「国際障害分類試案
（ICIDH-1）




・ 「国際障害者の十年」（1983 〜 1992）の宣言（第
37 回国連総会）
・「障害者対策に関する長期計画」（〜 1992）
1983（昭和 58）年 ・国連障害者の十年（1983 〜 1992）　 「障害に関する用語の整理に関する法律」公布
1987（昭和 62）年 ・ 「障害者対策に関する長期計画」後期重点施策
（1987）策定
1989（平成元）年 ・「子どもの権利条約」採択（第 44 回国連総会）
・国際障害分類（ICIDH）  誕生
・ 「アジア太平洋障害者の十年」




















1999（平成 11）年 ・ 世界保健機関（WHO）、ICIDH-2 回改訂草案活
動の制限と参加の制限の制約を導入
2000（平成 12）年 ・ UNESCO、世界教育会議、万人のための教育に
向けた「ダカール行動枠組み」採択
2001（平成 13）年 ・ 世界保健機関（WHO）、ICIDH を改訂し「国際
生活機能分類」（ICF）採択                                                                           
・ 第56回国連総会でメキシコ大統領が権利条約を
提起、特別委員会の設置の決議














































































・ 第 61 回国連総会本会議において「障害者権利条
約」を採択
2007（平成 19）年 ・障害者権利条約の署名への開放 ・日本が「障害者権利条約」に署名
2008（平成 20）年 ・「障害者権利条約」の効力発生
2011（平成 23）年 ・ 「障害者の虐待の防止、障害者の養護者に対する
支援等に関する法律」
・改定「障害者基本法」公布
2013（平成 25）年 ・ 「第３次アジア太平洋障害者の十年」決議の採択
（2013 〜 2022）
・日本で「障害者権利条約」締結の国会承認










に関する基礎的研究｣ 2004、玉村公二彦　中村尚子『障害者権利条約と教育』2008　p. 21 をもとに筆者作成
特殊教育から特別支援教育への転換














































































地域 通学あり 通学なし 不詳 計
関東地方 43 校 342 校 37 校 423 校
奥羽地方及び北海道 46 　 249 　 19 　 314 　
中部地方 60 　 613 　 53 　 726 　
近畿地方 57 　 629 　 39 　 725 　
中国地方 17 　 300 　 26 　 343 　
四国地方 24 　 247 　 18 　 289 　
九州及び沖縄県 19 　 231 　 21 　 271 　
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年代 法　　令 年代 教育の場に関する動向 対象となる児童生徒
1941 国民学校令　「保護者の貧窮」が猶予・免除
の対象からはずされる。


























































　 （1978 年 10 月６日　文部省初等中等教
育局長通達「教育上特別な取扱を要する
児童・生徒の教育措置について」）通達

































































































































































































　　2016 年 11 月１日
43） 文部科学省 HP 合理的配慮等環境整備検討ワーキンググ
ループ報告　2012 年２月 13 日
　　http ://www.mext .go . jp/b_menu/shingi/chukyo/
chukyo3/046/attach/1316182.htm





　　2016 年 11 月１日
45）内閣府　障害を理由とする差別の解消の推進に関する基本
方針
　　http://www8.cao .go . jp/shougai/suishin/sabekai/
kihonhoushin/honbun.html





　　http ://www.mext .go . jp/b_menu/shingi/chukyo/
chukyo3/044/attach/1297380.htm 




　　http ://www.mext .go . jp/b_menu/shingi/chukyo/
chukyo3/046/siryo/attach/1314384.htm
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59） 厚生労働省 HP　 「国際生活機能分類−国際障害分類改訂版
−」
　　http://www.mhlw.go.jp/houdou/2002/08/h0805-1.html　







　　http ://www.mext .go . jp/b_menu/shingi/chousa/
shotou/054/shiryo/attach/1361225.htm
　　2016 年 11 月 17 日
63）国立国会図書館デジタルコレクション，7 コマ（古事記）
　　http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1184132
　　2016 年 11 月 17 日
64）国立国会図書館デジタルコレクション，9 コマ（日本書紀）
　　http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2545037?tocOpened=1　








































































　　http ://www.mext .go . jp/b_menu/shingi/chousa/
shotou/054/shiryo/attach/1361225.htm
　　2016 年 11 月 17 日
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（報告）」　1975 年３月 31 日　特殊教育の改善に関する調査研
究会　
文部科学省　「チームとしての学校の在り方と今後の改善方策



















　ht tp : / /www8 . c a o . g o . j p / s h ouga i / s u i s h i n / t y o s a /
h22kokusai/2_1.html#2-1
　2016 年７月 25 日
　http://www.dinf.ne.jp/doc/japanese/prdl/jsrd/rehab/r040/
r040_011.html#D011
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Change from Special Education for the Special Needs Education
: The Historical Background and Recent Trend
Emiko Fukuyama
Osaka University of Comprehensive Children Education Graduate School
Abstract
　In 2006, the “Law to Amend Part of School Education” was announced, and since 2007, there has 
been a shift from traditional special education to special needs education. This study aims to clarify 
the various angles of the recent trend from special education to special needs education, based on the 
shift of international and national views on disabled persons and the corresponding flow of policies 
for disabled persons in the country, which are background to the movement of education for disabled 
children. 　
　Chapter 1 clarifies the concept of normalization supporting a inclusive society, citing   Bank-
Mikkelsen and Nirje. It also states Nirje’s idea of normalization and trends toward realizing 
normalization in the United Nations and Japan. 
　Chapter 2 states the policies for disabled persons in the United Nations and Japan and explores 
further detail the “Convention on the Rights of Persons with Disabilities” and the “Disability 
Discrimination Elimination Law” in particular. 
　Chapter 3 describes the history of shift from ICIDH to ICF and each element of ICF to examine 
the transition of the concept of disability. 
　Chapter 4 clarifies the historical background of special needs education, from the viewpoint that it 
is not limited to educational settings and that it understands each individual’s educational needs and 
provides the appropriate guidance and support, while also focusing on educational settings. 
Key words：special needs education, normalization united nations, inclusive society,  
concept of disability 

